










































研 究 課 題
『十巻章』内の諸著作の再考察、
及びそれに相対する末釈類の整理と考察
















































































































































































































































































































































～ 1232）、 静 遍（1166 ～ 1242）、 道 範（11（8 ～
1252）などを重点的に考察対象としている。
この諸師達は鎌倉期の高野山、及び京都諸寺院で活
躍した人物である。その点、本研究で高野山や京都諸
寺院を中心とした聖教調査を行えたことは、個人研究
にも非常に益があった。特に、近年の先行研究では今
まで未発見の著作や、考察が乏しい史料などが高野山、
京都諸寺院で発見されている1）。諸師の著作は散逸し
ている場合も多々あるが、それら未発見の史料が、こ
れらの寺院に残されている可能性は十分にあると予測
される。このことから、今後の聖教調査で個人の研究
に関係する聖教の精査な調査・考察を加えていきたい。
また、関東においても金沢文庫や六地蔵寺など、研究
に値する機関や寺院は数多く残されている。これらの
ことも考慮し、今後も研究を重ねていきたい。
また、本共同研究は真言宗の代表的末釈類の考察を
しており、各々の時代背景を探る上での重要な考察資
料であるとともに、その内容として教義の発展も末釈
類に残されていた。個人研究のテーマである、成仏・
往生思想と臨終行儀の基礎には、歴史的背景や真言教
学の教義に基づいた思想がある。実際に私が担当させ
て頂いた覚鑁・道範の末釈には、両師の思想的特徴が
現れており、自身のテーマに直接還元できる成果であ
った。特に昨年度は成仏（即身成仏）思想の研究と、
本年度は菩提心の研究を行え、臨終や葬送の研究を行
うにあたり、この二つの思想は重要な研究対象となり
える。
博士論文では、本研究で取り扱った資料を直接用い
て考察することは、テーマの設定上、残念ながら出来
ない。しかし、考察の前段階や教義の根幹を探る上で
本研究は非常に役立つものであり、かつ今後の調査・
考察内容によっては、直接、自身のテーマに結びつけ
ることも可能性として少なくない。
註
１）例えば、平成 15 年度『印度学仏教学研究』第
五十一巻に佐藤もな先生「道範著『貞応抄』に関
する一考察―東寺観智院所蔵本を中心として―」
がある。佐藤論文では新出資料の東寺観智院所蔵
本が使用され、今まで研究がされていなかった『貞
応抄』の研究がなされている。
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